
平成２３年８月３０日 
 

文部科学省による放射線量等分布マップ 

（放射性セシウムの土壌濃度マップ）の作成結果 

を踏まえた航空機モニタリング結果（土壌濃度マップ）

の改訂について 
 

文部科学省が本年 6 月 6 日から実施してきました、平成 23 年度科学技術戦略推進費「放

射性物質による環境影響への対策基盤の確立」『放射性物質の分布状況等に関する調査研

究』において、本年 6 月～7 月期における詳細な空間線量率測定と地表面に蓄積した放射

性セシウムの濃度測定の結果を踏まえ、 
○「文部科学省による第 3 次航空機モニタリング」における土壌濃度マップ（7 月 8 日

公表済み） 
○「文部科学省及び宮城県による航空機モニタリング」における土壌濃度マップ(7 月 20

日公表済み) 
○「文部科学省及び栃木県による航空機モニタリング」における土壌濃度マップ(7 月 27

日公表済み) 
を改訂しましたのでお知らせします。 

 
１．航空機モニタリングの結果の改訂の目的 

文部科学省は、地表面に沈着した放射性物質による住民の健康への影響及び環境への影

響を将来にわたり継続的に確認するため、梅雨が本格化し、土壌の表面状態が変化する前

の時点において、東京電力(株)福島第一原子力発電所から概ね 100ｋｍ圏内の約 2,200 箇

所で、空間線量率を測定するとともに、各箇所 5 地点程度で表層 5cm の土壌を採取し、土

壌についてゲルマニウム半導体検出器を用いて核種分析を実施した。(8 月 30 日公表済み) 
 その結果、福島第一原子力発電所から放出された放射性物質の 6 月～7 月期における地

表面への蓄積状況を詳細に確認することができた。 
 そこで、航空機モニタリングの測定結果の精度向上のため、6 月～7 月期において採取

された土壌の核種分析結果をもとに、同時期に測定してきた航空機モニタリング結果を改

訂することとした。 
 
２．航空機モニタリングの結果の改訂結果 



 6 月～7 月期において採取された土壌の核種分析結果をもとに、同時期に測定してきた

「文部科学省による第 3 次航空機モニタリング」(以下、「3 次航空機モニタリング」とい

う。) の土壌濃度の測定結果、及び「文部科学省及び宮城県による航空機モニタリング」(以
下、「宮城県航空機モニタリング」という。) の土壌濃度の測定結果、並びに「文部科学

省及び栃木県による航空機モニタリング」 (以下、「栃木県航空機モニタリング」という。) 
の土壌濃度の測定結果について修正し、その結果をもとに放射性セシウムの土壌濃度マッ

プを別紙 1－1、1－2、1－3、2－1、2－2、2－3、3－1、3－2、3－3 のように改訂した。 
 

なお、土壌濃度マップの改訂結果の詳細は以下のとおりである。 
○航空機モニタリングでは、ヘリコプターに搭載した高感度の放射線検出器（ＮａＩシン

チレータ）を用いて測定されたガンマ線から地表面から１ｍの高さの空間線量率を算出

した上で、地上において実施したゲルマニウム半導体検出器を用いたin－situ測定※（以

下、「in－situ 測定」という。）の土壌濃度の測定結果をもとに、空間線量率とその土壌

濃度の比例関係から、測定範囲全体の土壌濃度を算出している。 

 ※ ゲルマニウム半導体検出器を用いた in－situ 測定： 可搬型ゲルマニウム半導体検

出器を環境中に設置し、地中に分布した放射線源からのガンマ線を検出することで、

地中に蓄積している放射性核種の濃度を分析する手法。実際の地面全体を対象とし

て測定を行うため、その場所の平均的な放射能濃度を求めるのに有効な方法である。 
○本航空機モニタリングの結果の修正においては、6 月～7 月期において採取された土壌

の核種分析結果に対して、財団法人日本分析センターが実施した in－situ 測定の結果が

非常によく一致していた（別紙４）ことから、この測定結果を用いて、航空機モニタリ

ングの結果を修正し、その結果を用いてマップ化した。 

○その結果、航空機モニタリングの結果と約 2,200 箇所の土壌濃度を比較したところ、航

空機モニタリングの結果と約 2,200 箇所の土壌濃度は、著しく異なる箇所を除くと、非

常に良く一致することが確認された(別紙５)。   
  

○なお、本改訂に伴い、第 3 次航空機モニタリングの測定結果及び宮城県航空機モニタリ

ングの土壌濃度の測定結果は下方に修正され、栃木県航空機モニタリングの測定結果は

上方に修正された。 
この理由としては、第３次航空機モニタリングの土壌濃度の算出にあたっては、4 月

期に実施した、米国ＤＯＥの in－situ 測定の結果を減衰補正した値を使用しており、他

方で、宮城県航空機モニタリング及び栃木県航空機モニタリングでは、財団法人原子力

安全技術センターの in－situ 測定の結果を使用した結果を使用しているが、双方とも日

本分析センターが測定した in－situ 測定の結果と比較すると、ずれていたことが要因と

して考えられる。 
 
３．今後の予定 
 6 月～7 月期において採取された土壌の核種分析結果に対して、日本分析センターが実



施した、in－situ 測定の結果は非常によく一致していたことから、日本分析センターの in

－situ 測定の結果は、現状における土壌中への放射性物質の浸透状況を適切に評価してい

るものと考えられる。 

そこで、当面、日本分析センターの in－situ 測定の結果を減衰補正した値を使用して、

航空機モニタリングにおける土壌濃度の算出に使用していく。 
他方で、今後、土壌中への放射性物質の浸透状況が変化することを考慮し、土壌中への

放射性物質の浸透状況を詳細に確認するため、in－situ 測定を継続的に実施するとともに、

必要に応じて土壌を採取し、土中への放射性物質の浸透状況を確認していく。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜担当＞ 文部科学省 原子力災害対策支援本部 

     堀田（ほりた）、奥（おく）（内線 4604、4605） 

   電話：03－5253－4111（代表） 

      03－5510－1076（直通） 



文部科学省による第3次航空機モニタリングの結果（改訂版）
（福島第一原子力発電所から80㎞圏内の地表面に沈着したセシウム134、137の濃度の合計）

別紙１－１



文部科学省による第3次航空機モニタリングの結果（改訂版）
（福島第一原子力発電所から80㎞圏内の地表面に沈着したセシウム134の濃度）

別紙１－２



文部科学省による第3次航空機モニタリングの結果（改訂版）
（福島第一原子力発電所から80㎞圏内の地表面に沈着したセシウム137の濃度）

別紙１－３



文部科学省による航空機モニタリングの結果（改訂版）
（福島第一原子力発電所から100,120㎞の範囲及び宮城県北部

の地表面に沈着したセシウム134、137の濃度の合計）

別紙２－１



文部科学省による航空機モニタリングの結果（改訂版）
（福島第一原子力発電所から100,120㎞の範囲及び宮城県北部

の地表面に沈着したセシウム134の濃度）

別紙２－２



文部科学省による航空機モニタリングの結果（改訂版）
（福島第一原子力発電所から100,120㎞の範囲及び宮城県北部

の地表面に沈着したセシウム137の濃度）

別紙２－３



文部科学省による航空機モニタリングの結果（改訂版）
（福島第一原子力発電所から100,120㎞の範囲及び宮城県北部

並びに栃木県南部の地表面に沈着したセシウム134、137の濃度の合計）

別紙３－１



文部科学省による航空機モニタリングの結果（改訂版）
（福島第一原子力発電所から100,120㎞の範囲及び宮城県北部
並びに栃木県南部の地表面に沈着したセシウム134の濃度）

別紙３－２



文部科学省による航空機モニタリングの結果（改訂版）
（福島第一原子力発電所から100,120㎞の範囲及び宮城県北部
並びに栃木県南部の地表面に沈着したセシウム137の濃度）

別紙３－３



別紙４ 

土壌の核種分析結果とゲルマニウム半導体検出器を用いた 

in－situ 測定の結果との比較について 

 

１．目的 

○平成 23 年度科学技術戦略推進費「放射性物質による環境影響への対策基盤の確立」『放

射性物質の分布状況等に関する調査研究』において採取した約 2,200 箇所（１箇所 5 地

点程度土壌をい採取）の土壌の核種分析結果の妥当性検証のため、いくつか箇所におい

て、ゲルマニウム半導体検出器を用いた in-situ 測定を実施し、その箇所で採取した土

壌のゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果との比較を実施した。 

○比較対象としては、周囲に遮蔽物が無いような平らな場所のうち、比較的高い線量率及

び低い線量率の土壌採取箇所を 7箇所選定した。 

○なお、上記７箇所の選定にあたっては、大学と日本分析センター双方の核種分析結果の

妥当性を検証するため、両者がそれぞれ単独で核種分析した箇所から選定した。 

○また、ゲルマニウム半導体検出器を用いた in-situ 測定は、放射能測定法シリーズ「ゲ

ルマニウム半導体検出器を用いた in-situ 測定法」に基づき、実施することとし、測定

条件のうち、放射性物質の土壌中における鉛直分布を表すパラメータは、ICRU REP．53

より、沈着後の経過時間は 0～1 年、降水量は 3ｍｍ以上の条件における値を使用するこ

ととした。 

 

２．測定詳細 

○実施機関：（財）日本分析センター 

○実施日 ： 8 月 13 日（土）、14 日（日）  

 

３．比較結果 

○次頁の測定結果のとおり、ゲルマニウム半導体検出器を用いた in-situ 測定の結果と同

一箇所で採取した土壌についてゲルマニウム半導体検出器で測定した核種分析結果を比

較したところ、7箇所中、5箇所のセシウム 134、セシウム 137 の分析結果は、約 20％以

内の範囲で良く一致していることが確認された。 

○残り 2箇所については、各箇所で採取された 5試料のセシウム 134、セシウム 137 の核種

分析結果が 5 試料間で 3 倍程度異なっていることからおり、核種分析結果が一致しなか

った。5試料間での核種分析結果の違いの要因としては、測定誤差だけでなく、地表面へ

沈着した放射性物質の濃度分布の不均一性に起因するものと考えられる。今後、1箇所あ

たりの試料数を増やすことやゲルマニウム半導体検出器を用いた in-situ 測定において、

地中への核種移行の度合いを適切に評価することで、両者の値は一致する方向に向かう

ものと考えられる。 



Cs134濃度比 Cs137 濃度比

サンプル①－1 2.12E+11 2.18E+11
サンプル①－2 2.16E+11 2.17E+11
サンプル①－3 1.40E+11 1.41E+11
サンプル①－4 1.58E+11 1.61E+11
サンプル①－5 1.60E+11 1.64E+11

算術平均 1.77E+11 1.80E+11 0.92 0.86
in-situ分析結果 1.93E+11 2.10E+11
サンプル②－1 5.92E+11 6.82E+11
サンプル②－2 2.09E+11 2.43E+11
サンプル②－3 1.96E+11 2.22E+11
サンプル②－4 6.23E+11 7.12E+11
サンプル②－5 2.97E+11 3.53E+11

算術平均 3.83E+11 4.42E+11 1.89 2.01
in-situ分析結果 2.03E+11 2.20E+11
サンプル③－1 1.71E+11 1.64E+11
サンプル③－2 2.21E+11 2.17E+11
サンプル③－3 6.83E+10 5.88E+10
サンプル③－4 2.12E+11 2.01E+11
サンプル③－5 1.58E+11 1.50E+11

算術平均 1.66E+11 1.58E+11 0.79 0.69
in-situ分析結果 2.11E+11 2.29E+11
サンプル④－1 3.57E+10 4.00E+10
サンプル④－2 3.79E+10 4.02E+10
サンプル④－3 3.04E+10 3.34E+10
サンプル④－4 3.08E+10 3.26E+10
サンプル④－5 3.39E+10 3.69E+10

算術平均 3.37E+10 3.66E+10 0.99 0.97
In-situ分析結果 3.42E+10 3.76E+10
サンプル⑤－1 3.47E+10 3.83E+10
サンプル⑤－2 3.95E+10 4.20E+10
サンプル⑤－3 3.15E+10 3.38E+10
サンプル⑤－4 3.77E+10 4.01E+10
サンプル⑤－5 2.42E+10 2.85E+10

算術平均 3.35E+10 3.65E+10 0.95 0.95
in-situ分析結果 3.52E+10 3.83E+10
サンプル⑥－1 8.20E+10 9.04E+10
サンプル⑥－2 6.96E+10 7.72E+10
サンプル⑥－3 8.89E+10 9.65E+10
サンプル⑥－4 6.48E+10 7.32E+10
サンプル⑥－5 1.05E+11 1.21E+11

算術平均 8.21E+10 9.17E+10 1.05 1.07
in-situ分析結果 7.84E+10 8.53E+10
サンプル⑦－1 4.37E+10 5.28E+10
サンプル⑦－2 4.10E+10 4.64E+10
サンプル⑦－3 3.69E+10 4.15E+10
サンプル⑦－4 4.22E+10 4.80E+10
サンプル⑦－5 5.88E+10 6.94E+10

算術平均 4.45E+10 5.16E+10 1.09 1.17
in-situ分析結果 4.09E+10 4.43E+10

土壌の核種分析結果と
ゲルマニウム半導体検出器を用いたin-situ測定の結果の比較

ゲルマニウム半導体検出器を用いた
in-situ測定の結果と土壌の核種分析結

果の算術平均値の比較
Cs134濃度

(Bq/km2)

Cs137濃度

(Bq/km2)
試料番号

土壌
試料

分析
実施
機関

空間
線量率

(μｓｖ/h）

サンプル
⑥

サンプル
⑦

（8S52）

サンプル
①

サンプル
②

サンプル
③

サンプル
④

サンプル
⑤

0.24

0.3

日本
分析
セン
ター

大学

日本
分析
セン
ター

大学

大学

1.52

2.15

1.44

0.44

0.56

大学

日本
分析
セン
ター

別紙４
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